今月の樹　「ヒサカキ」
木々の芽吹きも近づいたころ、六甲山や箕面の森など近郊の山林を歩いているとどこからともなく独特の匂いが漂ってくる。決して芳香とは言えず、むしろ都市ガスのもれた臭い？といった方が良いであろう。実際山林近くの住人から、この季節になるとガス漏れとの通報が日に何件かはあると聞いたことがある。もっともこの匂いに関しては最近では「インスタント塩ラーメンの粉末スープの匂い」に似ているなどと表現されているようであるが・・・。表現はともかくこの匂いの主こそ「ヒサカキ」である。
これほど、強烈な特徴があればこれに因む命名もあって不思議ではないが、この木の枝葉が墓・仏壇へのお供えや玉串（「榊」が手に入らない関東地方以北）などとして、宗教的に多く利用されて来ており、一説には本来はサカキを使っていたものの代替であるといわれ、名前も榊でないから非榊であるとか、榊よりは一回り小さいので姫榊がなまったとかの説がある。また、ビシャコ、ビシャ、ヘンダラ、ササキなど別名も多い。
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ヒサカキ（Eurya japonica）はサカキ科ヒサカキ属の常緑低木～小高木、雌雄別株で日本では青森県を除く本州～沖縄、朝鮮半島南部の山地の林床にごくふつうに生える。通常は樹高４～７ｍであるが大きいものは高さ10ｍほどになる。樹皮は暗褐色～黒灰色でなめらか、不規則な小じわが多い。本年枝は淡緑色で無毛、葉柄が枝に流れて低い稜になる。葉は互生。側枝では2列に並ぶ。葉身は長さ3～7cm、幅1.5～3cmの楕円形～倒披針形。先は鈍く、基部は鋭形、縁には浅い鋸歯がある。厚い革質で、表面は光沢があり、裏面は淡緑色。両面とも無毛。葉柄は長さ2～4mm。

花期は３～４月、葉腋に鐘形～壺形の花を1～3個束生する。花は直径2.5～5mmで、下向きに咲き、強い臭気がある。雌花のほうが小さい。花弁は帯黄白色で5個。基部はわずかに合
着する。雄花には雄しべが12～15個あるが、雌
花では退化している、雌しべは1個、雄花では
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退化する。雌しべの花柱は深く3裂してそり返る。萼片は暗紫色で5個。花柄は長さ2mmと短い。なお、図鑑などでは本種は雌雄異株とされるが、実際には雄花と雌花の他に両性花があり、個々の株でこのどれかだけをつけるものは多くないらしいし、山火事や伐採などによって性転換することも知られているとのことで未だ性に関しては不明な点が多い。
　果実は液果。直径4～5mmの球形で、10～11月に黒紫色に熟す。中には多数の種子が入っている。種子は長さ約2mm、不規則に角ばる。表面は赤褐色で網目模様がある。（以上は山渓：樹に咲く花より）
ヒサカキは照葉樹林帯の二次林から極相林まで生育範囲がたいへん広い。照葉樹林域ならば、どこにでも、どんな森林にも生育しているという感じである。このような様々な生育環境に対応できる能力の秘密に関して興味がもたれる。
乾燥にも強く、尾根筋などでは低木状態で強い日照のもとに生育し、樹林の中では同じ種とは思えないほど大きくなる。乾燥に強い秘密の一つは気孔の形によるらしい。アカマツと同様に、葉の裏面から陥没した位置に気孔がある「陥没気孔」を備えている。春にいち早く花を開き、独特のにおいで春の訪れを感じさせてくれる。果実はゆっくりと大きくなり、冬に熟す。ほぼ、一年間果実を付けていることになる。早春の花の少ない頃に花を開いて虫によって効率的な花粉媒介を行い、冬の果実の少ない頃に野鳥により種子散布されるわけである。
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雄花と雌花
